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行事名 第１回かがやき運営委員会 

日 時 ４月 10 日（木） 場 所 ツィンズ西難波 

内 容 １．平成 26 年度について  職員体制、作業内容、年間行事予定 ２．その他 

行事名 第６回心障連役員会 

日 時 ４月 21 日（月） 場 所 かがやき（七松） 

内 容 １．第 49 回定期総会について検討 … 6 月 26 日 １０時～ 

  ・役割分担、準備物 他 

２．平成 26 年度成人式・還暦祝と新年おめでとう会について 

・平成 27 年１月 11 日(日) あましんアルカイックホール・オクト 

行事名 全体研修会(決算総会の後) 

日 時 ５月 23 日（金） 場 所 中央公民館 参加者数 117 名 

内 容 講演 「障害基礎年金学習会」 

講師 社会保険労務士・社会福祉士 小林 潔浩 氏 

・国民年金と厚生年金保険・所得補償・障害基礎年金制度の歴史、主な改正点 

・障害基礎年金について 

受給要件、所得制限、20 歳前傷病による年金、等級の認定要領、年金額 

知的障害者の年金請求の常識と誤解、年金請求の流れ、必要なもの、診断書の書き方 

評価基準の具体的な考え方、認定請求と事後重症、援助者の役割と留意点、現況届 

発
 

 

 

平成 26 年 7 月 108 号 

 尼崎市育成会も 5 月からホームページ(HP)を開

設いたしました。まだまだ未完成ですが、これから

はHPを通じて様々な情報や報告を発信していきた

いと思っています。それに伴いロゴも新しくなりま

した。ロゴには「希望の種」が芽吹くように、どん

な障害があっても、前を向いて成長してもらいたい

という願いが込められています。(HP・ロゴは市内

の福祉施設セカンドライフネットさんにご協力い

ただきました。また HP では「土と芽」「土と芽だ

より」の過去発行分もご覧いただけます) 

  

土と芽だより  

mailto:ikuseikai.ama@y3.dion.ne.jp
http://www.ikuseikai-ama.com/
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行事名 第１回バザー委員会 

日 時 ５月 30 日（金） 場 所 中央公民館 

内 容 今年度のバザーについて 

参加バザー 開催日 場 所 担 当 販売内容 

たちばな 

まつり 

９/13 

雨天 14 日 

園田女子大学 小田・園田地区 

塚口福成園、あいあい 

綿菓子(２)、漬物、飲み物 

スーパーボール、輪投げ 

バザー品 

武庨まつり 10/10 

雨天 19 日 

西武庨公園 中央・大庄地区 

立花・武庨地区 

清流園 

綿菓子(２)、漬物、飲み物 

ミルクせんべい、輪投げ 

バザー品 

市民福祉の 

つどい 

11/8 橘 公 園 あこや学園、 

ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰまつば 

杭瀬福成園、かがやき 

綿菓子、漬物、ポップコーン 

バザー品 

・７月 11 日‥バザー商品出品依頼のプリント配布 ・９月 10 日‥値つけ かがやき（七松） 

行事名 成年期懇談会 

日 時 ６月４日（水） 場 所 中央公民館 参加者数 31 名 

内 容 今年度の行事予定 

日 程 内 容 日 程 内 容 

8/19・9/2・16・

25 

iPad 講習会 12/11 積水ハウス納得工房見学 

10/1 全体研修会【尼崎再発見“養蜂”】 1/14 ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ鹿野佐代子氏 

11/15 ﾊﾞｽﾂｱｰ(加古川乗馬倶楽部)全体 ３月 ﾊﾞｽﾂｱｰ(いちご狩り)全体 

11/27 兵庨県広域防災センター   

・親の健康講座 … 未定 

行事名 幼児期・学齢期懇談会 

日 時 ６月５日（木） 場 所 かがやき（七松） 参加者数 15 名 

内 容 ＊昨年度の行事報告 

＊今年度の行事予定 

日 程 内 容 日 程 内 容 

９月 大阪市立大空小学校見学 

(ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育実践校)  

11/15 ﾊﾞｽﾂｱｰ(加古川乗馬倶楽部)

全体 

12 月 松久眞実氏講演会(発達障害の理解と支援)全体 ３月 ﾊﾞｽﾂｱｰ(いちご狩り)全体 

＊その他要望など 

・支援学級の介助員配置・保育所等訪問支援事業の活用・睡眠障害の悩み・習い事情報 他 

行事名 第 49 回心障連定期総会 

日 時 ６月 26 日（木） 場 所 中央公民館 

内 容 講演 「どう変わる 総合支援法」 

講師 障害者自立支援事業担当課長 沖田信次氏、障害者自立支援制度担当課長 富田憲幸氏 

概要 １．題名 ２．基本理念 

   ３．障害者の範囲－難病等を加える  ４．障害支援区分の創設 

   ５．障害者に対する支援 

     ・重度訪問介護の対象拡大 ・ケアホームのグループホームへの一元化 

・地域移行支援の対象拡大 ・地域生活支援事業の追加 

   ６．サービス基盤の計画的整備 

自立支援協議会ガイドライン検討部会実施報告 

 ガイドライン(自立支援介護給付費の支給決定基準)作成に向けた検討 
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行事名 社会福祉法人福成会 平成 26 年度 第 1 回理事会・評議員会 

日 時 ４月 9 日(水) 場 所 塚口福成園食堂 

 ［評議員会］ 

１．評議員の辞任について  ２．評議員の任期の変更について 

［理事会］  上記 1、2 及び 

3．評議員の選任について. 

行事名 社会福祉法人福成会 平成 26 年度 第 2 回理事会 

日 時 4 月 10 日(木) 場 所 塚口福成園食堂 

内 容 議事 １．理事長の選任について 

    辻村拓夫氏 ⇒ 阿万幸雄氏に交代 辻村氏は理事・評議員で残留 

２．常務理事の選任について  上野芳昭氏（チャレンジ・コヤリバ所長） 

３．理事長の職務代理者の指名について ①上野芳昭氏 ②辻村拓夫氏 

行事名 福成会を支援する会 

日 時 5 月 14 日(水) 場 所 塚口福成園会議室 

内 容 協議事項 

１．役員交代について ・サポートセンターまつば 眞殿美登里 ⇒ 阿部裕子 

２．平成 25 年度決算報告  ３．平成 26 年度について 

４．賛助金の使途について 

 ①福成会実践発表会の会場経費等の支援 ⇒ ４万円～５万円 

 ②平成 26 年度新規クループホーム開設に伴う厨房設備費支援 ⇒ 220 万円 

５．その他 

 ・平成２７年度より支援する会会長を現白井会長から福成会前理事長辻村氏に交代予定 

 ・支援する会の会場は次年度も引き続き塚口福成園で実施する。 

行事名 社会福祉法人福成会 平成 26 年度 第 3 回理事会・第 2 回評議員会 

日 時 5 月 29 日(木) 場 所 塚口福成園食堂 

 ［評議員会］ 

１．平成 25 年度事業報告及び収支決算について ２．収支補正予算（第 1 次）について 

［理事会］上記 1、2 及び   3．評議員の選任について. 

 

 

 

 

行事名 阪神地区手をつなぐ育成会連絡協議会 

日 時 ４月 24 日（木） 場 所 三田市総合福祉保健センター 参加者数 ５名 

内 容 １．県育成会からの情報  

・ 全日本育成会について説明(P6 参照) 

・県育成会は公益法人としての活動を維持するに当り会費値上げを検討する。 

２．各市町情報交換 … 活動報告と予定 

３．阪神地区保護者研修会  

任期が異なる役員及び評議員の任期を同一にす

るため一旦評議員全員が辞任し再度選任する。 
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テーマ 「地域で暮らすを前向きに 力強く」 

日時 10 月 10 日（金）10 時 20 分～15 時／場所 三田市総合文化センター郷の音ホール  

講演 「あんしんコールセンターと暮らし」 

講師 ＮＰＯ法人全国地域生活支援ネットワーク 事務局長 片桐 公彦 氏  

＊午後のシンポジウムは未定 

行事名 全国手をつなぐ育成会連合会  第１回権利擁護セミナー 

日 時 ６月 16 日（月） 場 所 兵庨県福祉センター 参加者数 ５名 

内 容 テーマ 「障害者差別解消法で何が変わるか～育成会に求められる役割」 

【午前】 講演 「障害者差別解消法について」  講師：毎新聞論説委員 野沢 和弘 氏  

☆障害者と制度の移り変わり 

・措置 → 支援費 → 自立支援法 → 総合支援法  ・行政処分の対象 → 契約の当事者 

☆障害者差別解消法（平成 28 年 4 月施行） 

１．総則  

(１)目的 障害者基本法の理念に則り、同法第４条「差別の禁止」の規定を具体化する立法 

(２)国、地方公共団体及び国民の責務を規程 

☆合理的配慮 

【雇用の場での事例】 

・作業手順をわかりやすいように大きな字やイラストや写真を使って説明し壁に張る。 

・ジョブコーチを付けたり、会社の指導担当職員が知的や発達障害について研修を受ける。 

・パーテーションで仕切り、情報を制限したり静かな環境の職場に努めたり、パニックを起 

こしたりした時にクールダウンできる部屋やスペースを確保する。 

【インクルーシブと特別支援教育】 

  基本的な方向性としては、障害のある子供と障害のない子供が、できるだけ同じ場所で共に 

学ぶことを目指すべきである。その場合には、それぞれの子供が授業内容が分かり学習活動 

に参加している実感・達成感を持ちながら、充実した時間を過ごしつつ、生きる力を身に付 

けていけるかどうか、これが最も本質的な視点であり、そのための環境整備が必要。 

【選挙のときに】 

・言葉は話せる、理解もできるが、漢字が書けない知的障害者への配慮は？ 

・立候補者の顔写真を見れば選べるが、字が書けない障害者への配慮は？ 

・投票所で自閉症の人がパニックになった時の選挙立会人はどう対応する？ 

【差別解消の支援措置】 

・障害者施設建設時市民からの反対運動 ・市営プール利用を断られる 

・飲食店で電動車椅での利用が断られる ・宿泊を拒否される  

 

☆有効に機能するために 

 
☆街や職場を明るくする合理的配慮 

・自閉症の子の散髪が上手な床屋さん ・知的障害者の治療が上手な歯医者さん 

・マンションの駐車場を配慮     ・手話通訳付きの首相会見 

☆身近なところにある「合理的配慮」を探して広めていこう。差別か差別でないかの二元論にこだわ

ると楽しくならない。 

 

【午後】シンポジウム 「障害者差別解消法と育成会に求められる役割について」 

シンポジスト 全国手をつなぐ育成会連合会 会長              久保 厚子 氏  

全国手をつなぐ育成会連合会 権利擁護委員会委員 弁護士   関哉 直人 氏 

全国手をつなぐ育成会連合会 権利擁護委員会委員 社会福祉士 細川 瑞子 氏 

コーディネーター：野沢 和弘 氏 

 

・地域協議会が重要 ・条例をつくる 

・合理的配慮の好事例を広める  

こんなこと

に対応でき

ます☆☆ 



 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

月・日 曜日 行    事 月・日 曜日 行    事 

４／７・８ 月・火 平成 25 年度会計監査 ５／29 木 ＡプロジェクトチームⅢ委員会 

４／９ 水 あこや学園入園式、福成会理事会・評議員会 福成会評議員会・理事会 

４／10 木 かがやき運営委員会、福成会理事会 ５／30 金 バザー委員会 

４／14 月 自立支援協議会あまっこ部会 ５／31 土 阪神特別支援学校体育大会 

４／1８ 金 理事会 ６／２ 月 自立支援協議会ガイドライン部会 

４／21 月 心障連役員会 ６／４ 水 成年期懇談会 

４／24 木 阪神地区連絡協議会 ６／５ 木 幼児期・学齢期懇談会 

４／25 金 ＡプロジェクトチームⅡ委員会 ＡプロジェクトチームⅠ委員会 

５／８ 木 補助金説明会 ６／９ 月 自立支援協議会あまっこ部会 

５／９ 金 理事会 ６／11 水 ＡプロチームⅡ委員会 

(人と未来防災センター見学) ５／12 月 県理事会、自立支援協議会全体会 

５／17 土 のじぎくスポーツ大会(フライングディスク) ６／12 木 武庨川公園清掃 

５／19 月 ピースヘルプ協会総会 ６／16 月 全国育成会権利擁護セミナー 

５／21 水 あこや学園説明会 ６／18 水 自立支援協議会くらし部会 

５／23 金 平成 25 年度決算総会・講演会 ６／20 金 小田・園田地区懇談会 

５／24 土 のじぎくスポーツ大会(陸上) ６／22 日 トラの会(本人部会) 

幸せを分つ会総会 ６／23 月 中央・大庄地区懇談会 

５／25 日 のじぎくスポーツ大会(ボウリング) ６／25 水 スポーツ大会実行委員会 

５／26 月 県評議員会 ６／26 木 心障連定期総会 

５／27 火 県会長会・県サポート協会総会    

 

 

‥‥ 訃 報 ‥‥ 
 

 

 

 

 

＊第 23 回理事会 ４／18 

１．平成 25 年度事業報告 

２．平成 25 年度決算報告 

３．監査報告 

４．職務分掌・各委員について 

 

＊第 24 回理事会 ５／９ 

１．正味財産計算書等について 

２．公益目的支出について 

３．理事異動について 

４．決算総会当日の役割分担について 

５．地区懇談会の議題 

 

６月 12 日武庫川
河川敷清掃にご協
力頂き有難うござ
いました! 
 

６月 川口加代子さん  清流園の川口斉さん・清さんのお母様 
 
こころよりご冥福をお祈りいたします。 
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✾✾お知らせ✾✾ 

 

全国手をつなぐ育成会連合会の新体制の機能と役割 

機関誌「手をつなぐ」5 月号の久保理事長から報告があったように「全日本手をつなぐ育成会」

は社会福祉法人格を返上いたしました。その経緯と今後についてご説明いたします。 

全日本育成会は 1952 年に設立され 1959 年からは社会福祉法人格を取得し第１種社会福祉

事業である入所施設「鹿島育成園」などの運営をしてきました。その後他法人に鹿島育成園を移

管したため第 2 種社会福祉事業の相談事業のみとなりましたが、昨今国において社会福祉法人の

見直しが行われることを鑑み、全日本育成会の活動が社会福祉法人という枠には合わないという

ことと慢性的な財政難という要因もあり、社会福祉法人格を返上することになりこの度解散届を

提出しました。 

その後、全国手をつなぐ育成会連合会として新たにスタートし、将来法人格を取得する予定で

すが、その間、47 都道府県と９政令都市による 56 の連合体として今まで通りの活動を行います。 

担当都道府県については下記の通りですが、主な所では、事務局と総務は理事長在住の滋賀県

に置き、兵庨県が権利擁護委員会を担当します。また、情報発信としての役割の大きい機関誌「手

をつなぐ」は今まで通り発行いたしますのでご安心頂き、今後ともご支援・ご協力頂きますよう

お願いいたします。 

 

社会福祉法人全日本手をつなぐ育成会 から 全国手をつなぐ育成会連合会 

に変わりました 

平成 27 年度開催 平成 26 年度開催 

これからの予定 

担当 


